
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成 21 年 10 月 9 日(金)に「公園マネジメント

会議 第 2 回コア会議」が愛･地球博記念公園 愛知

国際児童年記念館 A 会議室にて開催され、23 名

のコア会議会員の方が出席しました。 

議題として、活動提案とその方策(アンケート結

果)と今後の方針、地球市民交流センターの運営計

画(案)について、分科会の設置、評価委員会の設置

検討が挙げられ、議論されました。 

愛知県建設部公園緑地課(大規模公園グループ) 担当：粟田 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸 3 丁目 1 番 2 号 

TEL：052-954-6528 FAX：052-953-5329 

財団法人愛知都市整備協会 愛・地球博記念公園管理事務所 担当：林

〒480-1101 愛知郡長久手町大字熊張字茨ヶ廻間乙 1533-1 

TEL：0561-64-1130 FAX：0561-61-2150 

愛知県建設部公園緑地課から地球市民交流センターオープニング分科会の設置申請があり、過半数以上

の賛成で設置が承認された。 

具体的な取り組みとしては、オープニングイベントの企画・運営やセンター内でのプログラム提供のあ

り方についての検討を進める。実際は COP10 の開催時期に関係するので、多くの外国人が訪れることに

なると予想される。したがって、博覧会のときのようなウェルカムイベントや県民参加を訴えていけると

良いのではないかという意見などがでた。 

成果指標や評価の方法、スケジュール等、事務局案での方針案で了承された。この内容に基づき会員に対し

て評価委員の募集を行うこととなった。 

内閣府認証特定非営利活動法人 Earth as Mother から E･COMMUNITY サミット IN 愛知 分科会の

設置申請があり、過半数以上の賛成で設置が承認された。 

ただし、実際にはオープニングイベントのひとつのプログラムという位置づけで進めていくこととなっ

た。 

1 週間になぞらえて、「日・月・火・水・木・金・土」の７つの視点で診断する。具体的には、ハードの

部分、ソフトのプログラムの部分及び利用者満足度などを総合的にとらえて、整理していくこととなっ

た。当面はこの 7 つの項目を意識しながら各会員が活動を進めていき、少しずつ内容についての精度を

高めていくこととなった。 

園内の複数箇所で 10 月末をめどに一斉調査を行う。具体的

には利用特性、利用者満足度や個人属性についての情報を入

手する。また、キャッチコピーのようなものを入れて、答え

る人の参加感がでるように工夫する。別の視点から園外での

アンケート調査も必要ではないかという意見などがでた。 

旧愛知青少年公園の魅力復元の議論と都市公園としての新しい魅力の創出というふたつの視点が大事。呼

び戻し路線と改革路線を同時並行的に取り組むことでより多くの学校などに楽しく使ってもらえるように

なる。そのための取り組みについても、可能な範囲で会員全員が頑張っていくこととなった。 

施設の運営管理に直接的に公園マネジメント会

議が関わっていくのかも含め、この施設の運営

における公園マエンジメント会議の関わり方に

ついて、今後も議論を深めていくこととなっ

た。 

9 月 26 日、27 日に開催された秋まつりの結果を中心に報告がありました。 

分科会での協議内容をニュースレターとして作成し配布されました。 

今後の活動方針について協議中との報告がありました。 


